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図8 生化学と血算の同時報告についてどの
ように思いますか
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図n  Q.緊急用シャトルはすぐ送り返す様に心がけ
られましたか。
今回のQC活動では行ないませんでしたが、先生
方に緊急検査伝票に結果の報告時間を指定していた
だいたらどうかということでアンケートをとらせて
いただいた結果、大多数の先生方が賛成ということ
でしたので実現の方向に持っていきたいと思ってい
ます。そうすることにより、私達の仕事もスムーズ
に進むのではないかと考えています。
将来、新しいシステムが導入され、発生源入力と
なりますと、今まで以上に早 く結果を報告できるよ
うになると思います。
最後になりましたが、アンケー トに御協力いただ
いた皆様に深く感謝して、私達の発表を終らせてい
ただきたいと思います。
御静聴ありがとうございました。
図10 Q 緊急専用シャトルが到着したことにすぐ
気がつきましたか。
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図9 緊急検査のシャトルについて
最後に歯止めとして、今回対象とならなかった病
棟についても、緊急専用シャトルを作製していきた
いと考えています。
2つめとして、アンケー トの結果より、生化学と
血算の結果の同時報告は便利になったと感じている
ようなので、これからも続けていきたいと思います。
3つめとして、技師の緊急検査に対する意識を高
めるため、緊急検査の受付け時間の記入を続けてい
きたいと思います。
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